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Ⅰ－06 品番別受注入力 
 

品番別受注入力の役割 

品番別受注入力とは、展示会における受注明細の追加分を入力する役割です。 

 

品番別受注入力 画面説明 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作説明 

［機能選択］ 

受注入力処理を起動すると自動的に登録画面が表示されます。 

必要に応じて登録、修正、または削除が可能です。 

 

以下 

[登録]処理Ⅰ-06-1 で説明します。 

[修正・削除]処理Ⅰ-06-2 で説明します。 

 
 

品番指定 

既に登録済みの

展示会を選択 

現時点の受注合計 

金額が表示 

受注明細一覧表の 

印刷ボタン 

受注を受けた日を

指定または既定 

受注日 

表示されている

全明細の削除 

入力明細の登録 

修正明細の更新 



受注管理システム 

 

2 

Ⅰ－06－1 品番別受注入力 ［登録] 
 

機能説明 

展示会受注明細の新規入力、同品番の得意先明細追加入力が行えます。 

ここでは横軸（X 軸）は色、縦軸（Y 軸）はサイズとして説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 

①項目移動について 

受注管理全ての項目入力移動は Enter キー、またはマウス操作で可能です。 

 

②マスター表示機能 

 得意先、品番入力項目でスペースキーにてマスター参照可能とありますが、 

一般的には直接コード入力で操作する手順を推奨します。 

（登録データが膨大だと参照画面表示に時間がかかる場合があり、軽快な入力処理を妨げる

ことになるためです。） 

 

③同一得意先入力可能 

 掛け率違いの受注明細入力が可能。 

得意先・数量指定後に掛け率を変更して入力する事で着分等の受注明細を入力が可能とな

ります。 
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操作方法 

1. 登録 

登録モードで自動起動します。 

対象展示会を選択 展示会コード最新のものが初期表示されます。 

   展示会を変更する場合、▼ボタンより展示会コード一覧を表示し、選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 品番 

品番直接入力、またはスペースキーで文字検索が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 受注日 

初期表示は当日の日付です。変更する場合は西暦で 4～8 桁で入力します。 

 例）2017 年 1 月 10 日の場合→17 01 10 または 2017 01 10 と入力します。 

 

 

受注日の必要性がない場合は、運用ルールとして日付を固定するとよいです。 

 （展示会初日の日付とする、または展示会初期処理にて、展示会既定受注日を使用する等） 

 

4. 受注№ 

数字 10 桁以内で入力可能。入力を省略した場合は自動付番されます。 

 （展示会初期処理の、新規展示会登録時の設定により省略可能） 

 

5. サイズ 

サイズリストからサイズを選択します。 

 

6. 得意先 

得意先コードを直接入力、またはスペースキーで文字検索可能です。 

 

 

商品マスター登録内容を表示する 

 

品番項目にカーソルがある時にスペース

キー押下、または品番を直接クリックで 

商品マスタ検索ウィンドウが表示されま

す。 

 

検索文字の枠にキーワードを入力する 

事で、コード、カナ、名称、電話番号から 

検索可能です。 

 

Enter キーを 1回押下し、キーボードの 

矢印キー（↑ ↓）で Enter、またはダブル

クリックで選択します。 

 

品 番 検 索 

スクロールバー 
にて移動 

マスター登録内容を最新の情報に更新 

文字検索にて検索可能 



受注管理システム 

 

4 

7. 支店 

支店コード入力します。（不要の場合は Enter キー） 

 

8. 色別数量入力 

単品別に数量を入力します。 

 

 

 

 

 

繰り返す場合は、操作手順 5.へ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 同一入力がある場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

はいを選択した場合は既入力行にカーソルが移動し、後から入力した行はクリアされます。 

いいえを選択した場合はそのまま数量の入力に処理が移ります。 

 

 

10. 印刷 

受注明細一覧表のプレビュー画面が表示され、   で通常使うプリンタより出力されます。 

 

  

入力した数量と同じ数量を各色に設定する場合、数値入力後、 

Ctrl キー＋右矢印キー（→）で同一列に同数量設定可能 

◇納期  商品マスター登録済みの予定納期が初期表示です。 

  変更する場合は西暦で 4～8 桁で入力します。 

（例：2017 年 1 月 10 日の場合→17 01 10 または 2017 01 10 と入力します。） 

 

◇掛け率  得意先マスターの掛け率を初期表示です。 

 

◇上代  商品マスター登録済みの上代を初期表示です。 

 

◇単価  上代×掛け率の計算表示。手動で変更可能です。 

以下について変更が必要な場合は、直接項目クリック後に変更数値を入力 



受注管理システム 

 

5 

 

11. 更新 

更新ボタンで受注明細が登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 中止 

入力内容を登録しない場合は、中止ボタン押下で画面が初期化され、手順 1.に戻ります。 

 

13. 終了 

終了する場合は終了ボタン押下で受注管理メニュー画面へ戻ります。 

はいを選択すると、画面に表示されている内容までを保存後、 

引き続き 追加入力が可能となります。 

離席前に行うことでデータの消失を防ぐ事ができます。 
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Ⅰ－06－2 品番別受注入力 ［修正・削除］ 
 

機能説明 

登録されている展示会受注明細を修正・追加入力、あるいは追加入力できます。 

指定品番－展示会№の受注明細をすべて表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

指定品番の登録

済み明細を全て

削除する場合は

全削除機能を

選択し、更新ボ

タンで削除しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除処理は、そ

の品番の該当受

注日以下 全明

細を削除するの

で全削除ボタ

ン押下前に、必

ず確認してくだ

さい。 

該当する品番を指定 

全削除 

明細全てに削除サインをつける 

該当する展示会

を指定 

該当受注日を

入力 

または選択 

 

受注№を使用し

ている場合は受

注№も指定 

表示する順番を入力順 

または得意先順で指定 
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操作方法 

1. 画面表示順序 

［入力順］、あるいは［得意先順］よりマウスでクリックし、選択します。 

 

2. 展示会 

登録されている展示会コードを指定します。 

 

3. 品番 

登録されている品番を指定し、Enter キーを押下します。 

 

4. 受注日 

修正対象となる受注日を入力します。 

 （スペースキーにて検索後、一覧から選択して受注明細の表示も可能です。） 

 

5. 受注 No. 

受注№を使用している場合は対象受注№を入力し、明細まで Enter キーで進めると受注明細が表示されます。 

 （あるいはスペースキーにて検索後、一覧から選択して受注明細の表示も可能です。） 

 

6. 修正 

修正したい明細をスクロールバーで画面上に表示し、修正項目をマウスで選択し修正します。 

 

 

 

※表示された内容を全て削除する場合、全削除ボタンを押下します。 

削除を取り消す場合は、全削除取消ボタンを押して削除指定を 

 解除します。 
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7. 更新 

入力内容を確認し、修正が完了した時点で更新ボタンを押下し、修正内容、または削除を確定します。 

画面が消去され手順 1.へ戻り入力待ちとなります。 

 

8. 中止 

入力内容を登録しない場合は中止ボタンを押下する事で、画面が初期化され、手順 1.に戻ります。 

 

9. 終了 

終了する場合は終了ボタンで受注管理メニュー画面へ戻ります。 

 

明細単位の削除は画面左横の行番号の下のチェックボックスに、レ点を入れます。 

赤くなった行が更新ボタンを押下することで削除されます。 

 

 

 

 

明細単位の削除について 


